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ロの「後れ毛のある自画像（Self Portrait with Loose Hair）」を売って、アーカイブズの
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ー・ミッチェルという、1950 年から 1980 年代に日本で働いたルター派の宣教師によって








Womansword: What Japanese Words Say About Womenは、1990年に日本語に翻
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の資料を使うことを可能にしています。また、今も個人が所有する文書を電子化したものも
いくらか含まれています。「移住は美しい」のようなウェブサイトを通して、デジタル・テ
クノロジーは歴史の語りにおいてしばしば欠けている声を包含した、ニュアンスのある、包
摂的な歴史を残すことを進めます。 
同時に、デジタル・テクノロジーは、現在も作られている情報資源の種類を大きく変化さ
せてきています。私たちは、ちょっと変な時代にいます。情報に圧倒されていますが、伝統
的に歴史家が頼ってきた、手紙、日記、スクラップブック、その他の紙の記録といった文書
類がどんどん少なくなってきました。人びとは時々、 物理的に存在するアーカイブズは電
子的な文書館にとって代わられるのではないかと考えます。しかし、伝統的なリポジトリは
無くなりません。物理的に存在する文書やモノによる、触って認識できる、直感的な経験は
いつでも必要性があります。アーカイブズの大量の資料のすべてがデジタルで入手可能にな
るまでには、まだしばらく時間がかかります。 
 
結論 
私たちは、ラテン系女性プロジェクトと、アフリカン・アメリカ人や、田舎、ユダヤ系の
女性たちのプロジェクトを立ちあげ、アイオワ女性史アーカイブズの所蔵資料に多様性をも
たせ、私たちの州とその人びとの歴史がさらに包摂的になるようにしてきました。アーキビ
ストたちでこの仕事が重要だと思うようになっている人は増えてきていますが、この種の仕
事をするための資源（もしくは方向性）をもつアーカイブズ等は少ないです。同時に、いく
つかのグループは、自分たちの歴史を自分たちで残すことに取り組むこととし、主流派のア
ーカイブズに記録を寄付するよりも、自分たちのコミュニティ内でもっていようとしていま
す。その結果できる “コミュニティのアーカイブ” は、コミュニティ・センター、教会の地
下、店内に置かれたミュージアムといったところにある物理的な空間かもしれません。もし
くは、ヴァーチャルのオンライン・アーカイブズかもしれません。ともに、それらは「アー
カイブズ」の定義を拡げています。 
私は、アーカイブに誰が記録されるべきなのかについての私たちの考え方の転換について
話すことからはじめました。アーカイブズは、異なる時代や場所を覗くための窓です。しか
しそれらは、さらに公正で平等な社会を促進するための手だてでもあります。アイオワ女性
史アーカイブズでの私たちのモットーは「すべての女性が物語をもっている、すべての女子
が意見をもっている」です。アーキビストとしての私たちの挑戦は、私たちのアーカイブズ
で欠けている声に気づくことであり、その保存を、私たちの保存庫内でも、アーカイブズが
取り得るどんな新しい形でも、促すことです。そうしてこそ、こうした物語は語られ、聞か
れ、保存され、すべての人びとが歴史に自分たちの姿を見つけることになるでしょう。 
ありがとうございました。 
 
（アイオワ女性史アーカイブズのHPは原文末尾を参照） 
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